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平成２４年度９月補正予算の概要 

１ 補正予算の編成の考え方 

今回の補正予算については、原子力災害対策、東日本大震災からの復旧・復興の

推進及び台風４号に伴う災害復旧など緊急に対応が必要な予算を措置することを

基本に編成した。 

  なお、東日本大震災復興交付金については、当初予算に計上した分のうち前年

度末に収入し基金積立を行ったものがあったことから、今回補正に併せて財源更

正を行ったところである。 

 

２ 一般会計補正予算（第４号）の概要 

（１）補正予算の規模 

歳入については、市税、繰入金、繰越金などを計上し、歳出は上記の考え方に

基づき計上した。 

この結果、補正額 7,973,177千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が

99,950,949千円となった。 

   

（２）主な補正内容 

 原子力災害対策  

 

○新一時帰宅交通支援事業 

（市内仮設住宅入居者の旧警戒区域内への一時帰宅支援としてジャン

ボタクシーを運行） 

7,500千円 

 
○新社会体育施設表土改善事業 

（北新田運動場駐車場、多目的広場、栄町柔剣道場の表土改善） 
13,098千円 

 
焼却灰等一時保管対策事業 

（最終処分場、雫浄化センターに焼却灰等保管施設設置工事等） 
144,182千円 

 
○新南相馬市スポーツ復興事業補助金 

（こどものスポーツ交流事業実施団体へ補助金を交付） 
1,800千円 

 

○新放射線から子どもの健康を守る対策支援事業 

（児童・生徒の精神的ストレス等を解消するため、スポーツトレーナー

等を学校等に派遣） 

1,507千円 

 
○新学校敷地等土壌改善事業 

（小中学校等の校庭等の土壌改善） 
168,681千円 

 
○新木製遊具除染改築事業（２事業） 

（公園、小学校等における木製遊具の改築） 
89,702千円 
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 東日本大震災に伴う災害復旧事業  

 
過年発生小災害復旧事業（農地農業用施設） 

（ため池、水路、農地等の災害復旧） 
7,558千円 

 
過年発生小災害復旧事業（道路橋梁施設） 

（道路の災害復旧） 
6,220千円 

 
過年発生単独災害復旧事業（道路橋梁施設） 

（道路の災害復旧） 
6,060千円 

 
○新過年発生公共災害復旧事業（都市公園施設） 

（北泉海浜総合公園の災害復旧設計委託） 
76,094千円 

 
過年発生公共災害復旧事業（学校等施設） 

（小高小学校体育館床の改修工事） 
34,403千円 

 
過年発生公共災害復旧事業（体育施設） 

（小川町体育館の災害復旧設計委託、改修工事） 
16,784千円 

 
過年発生公共災害復旧事業（防災施設・設備） 

（沿岸部等における防災行政無線屋外子局等の復旧工事等） 
212,769千円 

 復興事業  

 

○新再生可能エネルギー設備導入事業（３事業） 

（鹿島・原町保健センター、鹿島区役所への太陽光発電設備等設置に係

る設計委託） 

3,455千円 

 

○新浄化槽設置整備復興事業補助金 

（東日本大震災被災者に低炭素社会対応型合併処理浄化槽設置費用を

補助） 

31,878千円 

 
○新津波被災共同墓地整備事業 

（津波被害により流失した共同墓地整備に係る設計、造成工事） 
15,347千円 

 
○新東日本大震災遺児等支援事業 

（遺児等に対するカウンセリング、交流、記念品贈呈事業の実施） 
3,925千円 

 
○新園芸産地等復興支援事業補助金 

（園芸畑作物生産者に栽培管理用水源整備等費用を補助） 
3,673千円 

 
○新避難農業者一時就農等支援事業補助金 

（避難農業者の一時就農に対して補助金を交付） 
1,450千円 

 
 地域新エネルギー導入支援事業補助金 

（太陽光発電設備設置補助の交付件数を増やす） 
18,000千円 

 
○新がけ地近接危険住宅移転事業補助金 

（災害危険区域から個人移転する者に移転費用を補助） 
440,285千円 
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○新社会資本整備総合交付金事業（復興） 

（北原川の測量設計） 
51,000千円 

 台風４号に伴う災害復旧事業  

 
○新現年発生単独災害復旧事業（農地農業用施設） 

（水路の災害復旧） 
544千円 

 
○新現年発生単独災害復旧事業（林業施設） 

（林道の災害復旧） 
15,372千円 

 
○新現年発生単独災害復旧事業（河川施設） 

（河川の災害復旧） 
1,200千円 

 その他緊急対応  

 
○新屋内プール緊急整備事業 

（屋内プール施設の再開に向けた整備） 
21,900千円 

 
○新乳幼児子ども医療費助成事業 

（18歳以下の乳幼児、子どもの医療費助成） 
29,665千円 

 
○新小児用インフルエンザ予防接種支援事業 

（6ヶ月～中学3年生のインフルエンザワクチン接種費用の一部助成） 
21,939千円 

 
○新高齢者肺炎球菌ワクチン接種助成事業 

（65歳以上者の高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用の一部助成） 
45,275千円 

 
○新緊急雇用対策事業（５事業） 

（緊急対策事業を活用して５事業を実施し、２３名の雇用創出） 
34,553千円 

 
○新小高中校舎エレベーター設置事業 

（エレベーター設置に係る設計委託等） 
5,616千円 

 
○新世界無形文化遺産登録事業 

（世界無形文化遺産登録用の概要映像制作） 
1,397千円 

 

国民健康保険・介護保険特別会計繰出金 

（避難指示等対象区域外自然災害被災者の負担金免除期間延長に係る

繰出金：国保分3,057千円、介護分767千円） 

補正額12,252千円 

のうち3,824千円 

  ○新は新規事業 
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（３）繰越明許費の設定 

　 （単位：千円）

金　額

9 消防費 1 消防費 地域防災計画策定事業 19,950

款 項 事　業　名

 

 

 

（４）債務負担行為の設定 

　 （単位：千円）

事　　　　　項

生活圏除染業務委託料

除去土壌等仮置き場設置管理業務
委託料

野馬追通り銘醸館指定管理料
平成２５年度から
平成２９年度まで

指定管理者との協定に
より締結する額

平成２５年度から
平成２６年度まで

受託事業者との契約額

期　　　間 限　　度　　額

受託事業者との契約額
平成２５年度から
平成２６年度まで

 

 

【参考】基金の状況 

○財政調整基金 

（単位：千円）

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

1,535,696 563,872 754,174 1,318,046 1,262,899 0 1,262,899 1,590,843

Ｈ23末残高
積立額 取崩額 Ｈ24末残高

見込み

 

 

３ 特別会計補正予算の概要 

① 国民健康保険特別会計（補正第 2 号） 

子どもの医療費助成及び避難指示等対象地域以外の被災被保険者の一部負担

金免除期間延長に伴う補正を行うもので、補正額 17,083千円を追加し、補正後

の歳入歳出総額が 10,910,228千円となった。 

 

② 介護保険特別会計（補正第１号） 

避難指示等対象地域以外の被災被保険者の利用者負担額免除期間延長及び平

成 23 年度国・県支出金の精算による返還などに伴う補正を行うもので補正額

653,020千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 5,721,907千円となった。 

 

③ 簡易水道事業特別会計（補正第１号） 

小高北部、小高西部簡易水道施設の設備復旧工事などに伴う補正を行うもの

で補正額 9,703千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 96,449千円となった。 
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④ 水道事業会計（補正第１号） 

収益的支出は、小高水道施設の修繕費など 10,526千円を追加し、補正後の支

出総額が 814,656千円となった。 

資本的支出は、小高下水道管渠復旧に伴う水道管移設費など 203,002 千円を

追加し、補正後の支出総額が 505,051千円となった。 

 

⑤ 病院事業会計（補正第 2 号） 

収益的支出は、脳卒中センター整備基本計画策定業務及び化学療法室、点滴

室増築設計業務委託費、放射線健康カウンセリング外来設置経費など 48,835千

円を追加し、補正後の支出総額が 3,627,543千円となった。 

資本的支出は、新生児用聴力検査装置購入費など 5,881 千円を追加し、補正

後の支出総額が 508,390千円となった。 

 

⑥ 工業用水道事業会計（補正第１号） 

収益的支出は、管網解析業務委託費など 3,519 千円を追加し、補正後の支出

総額が 349,037千円となった。 

資本的支出は、法面崩落災害復旧費など 9,863 千円を追加し、補正後の支出

総額が 37,941千円となった。 

 

⑦ 下水道事業会計（補正第１号） 

収益的支出は、利子償還金の整理など 5,061 千円を減額し、補正後の支出総

額が 1,162,601千円となった。 

資本的支出は、小高区内管渠、浄化センター災害復旧費など 1,309,028千円を

追加し、補正後の支出総額が 2,483,127千円となった。 

 

【参考】一般会計補正額の内訳 

  

○ 補正額７９．７億円ではあるが、東日本大震災復興交付金基金積立

を除いた実質的な補正額は３９．６億円である。 

 

○ さらに参考として、その他の積立、他会計繰出金を含めた分 

５４．７億円を控除した補正額は２５億円となる。 

 

① 東日本大震災復興交付金基金積立金・・４０．１億円 

② その他の基金積立金・・・・・・・・・ ９．９億円 

③ 他会計繰出金（補助金等含む）・・・・  ４．７億円 

 


